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「
ｌ
ｌ

楽
し
さ
へ
の
追
求
―
日
本
協
〈〓長
・鈴
木
祐
一

２４

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
協
会

ｏ‐‐。　
創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
・祝
賀
会
の

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
！
県
知
事

・
上
田
清
司
氏

５

Ｆ

ｌ

ｌ

`|こ
嵐

: 鰺

薇

漁
‘擁

御
挨
拶
頂
く
上
田
県
知
事

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会

が
、
平
成
元
年
四
月
人
口
に
設
立
さ
れ

て
以
来
十
五
周
年
を
迎
え
そ
の
記
念
式

典

・
祝
賀
会
が
、
十

一
月
ニ
ト
四
日
浦

和
東
武
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
総
勢

一
人

〇
余
名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

◆
記
念
式
典

先
ず
、
県
Ｇ
Ｇ
Ａ
副
会
長
高
井
満
雄

氏
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
挨
拶
は
、

県
Ｇ
Ｇ
Ａ
会
長
宮
崎
義
重
氏
が
病
体
の

た
め
副
会
長
の
高
桑
芳
男
氏
が
代
行
、

協
会
の
発
展
に
関
し
て
、
関
係
者

・
団

体

・
機
関
等
や
関
ブ
ロ
大
会
の
成
功
を

多
謝
す
る
。

来
賓
の
祝
辞
は
、
日
本
Ｇ
Ｇ
Ａ
会
長

鈴
木
祐

一
氏
か
ら
は
、
埼
玉
県
Ｇ
Ｇ
Ａ

の
会
員
数
が
　
万
人
を
突
破
し
た
実
績
、

史
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
理
念
と

し
て
、
ア
レ
ー
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
・心

の
交
流
に
つ
い
て
語
ら
れ
た

祝
辞
の
最

後
は
、栃
木
県
Ｇ
Ｇ
Ａ
会
長
谷
　
博
之
氏

か
ら
お
祝
い
の
辞
と
併
せ
、第
十
二
国
関

東
地
区
大
会
の
実
施
に
関
す
る
呼
び
掛

け
が
あ
っ
た
。

◆
来
賓
の
紹
介

県
体
育
指
導
協
議
会
事
務
局
長
岡
野

真

一
氏
を
初
め
、
関
ブ
ロ
地
―メ‐
の
各
県
Ｇ

Ｇ
Ａ
関
係
役
員
、並
び
に
協
賛
企
業
の
紹

介
が
あ
つ
た

◆
祝
電
の
技
露

県

議
会

議

長
　
瀧
瀬
副
次
様

さ
い
た
ま
市
長
　
相
川
宗

一
様

協
会

設

立

に
尽
力

　

一二
芳

町
生

田
会

長

◆
記
念
表
彰

〇
功
労
表
彰

①
過
去
五
年
間
に
協
会
・連
盟
の
設
立

に
努
力
さ
れ
た
六
名
、②
多
年
に
亘
り
協

会
の
会
員
を
３。
％
以
上
増
加
に
努
力
さ

れ
た
十
二
団
体
、③
関
東
地
区
大
会
及
び

県
行
事
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
た
二
団

体
、
呼
名
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
授
賞
さ
れ

る
し
ゃ
き
っ
と
し
た
姿
は
、
と
て
も
印
象

品円
づに　っ
４に
〓

Ｃ
優
秀
活
躍
賞

協
会
設
立
以
来
と
い
う
こ
の
賞
の
重

さ
を
感
じ
る
。
ス
ポ
レ
ク
・年
り
ん
に
３

国
以
上
の
出
場
選
手
の
お
名
前
を
伺
っ

た
だ
け
で
も
、
さ
も
あ
り
な
ん
の
思
い
、

先
輩
に
対
す
る
祝
福
の
気
持
ち
を

一
際

拍
手
で
示
す
。

○
感
謝
状

協
賛
さ
れ
た
５
企
業
に
、
そ
れ
ぞ
れ
感

謝
状
贈
呈
。
閉
会
の
辞
は
県
Ｇ
Ｇ
Ａ
副
会

長
八
木
岩
男
氏
が
務
め
た
。

◆
祝
賀
会

県
Ｇ
Ｇ
Ａ
副
理
事
長
澁
沢
英
明
氏
の

開
会
の
こ
と
ば
に
引
き
続
き
、
県
知
事

Ｗ
賞
　
熊
谷
市
の
会
長
を
囲
ん
で

上
田
清
司
様
の
祝
辞
は
、
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
こ
と
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
の
存
在
を
高
く
評
価
さ
れ

た
ｃ
更
に
県
政
に
係
る
意
気
込
み
等
、

直
接
聴
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
真

に
記
念
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

乾
杯
は
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会

・

岡
野
進

一
氏
の
発
声
に
よ
り
行
わ
れ
、

歓
談
会
食
の
中
で
は
、
団
体

・
個
人
の

Ｗ
受
賞
の
熊
谷
の
四
分

一
会
長
他
三
名

の
方
々
の
喜
び
の
声
や
、
石
井
総
務
委

員
長
よ
り
県
Ｇ
Ｇ
の
あ
ゆ
み
の
紹
介
、

亦
桶
川
市
他
二
町
村
の
余
興
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

県
内
各
地
か
ら
の
参
加
者
が
、
過
去

に
思
い
を
は
せ
、
将
来
を
夢
見
な
が
ら
、

現
実
に
立
脚
し
て
の
楽
し
い
一
刻
で
あ

っ
た
。

閉
会
の
〆
は
、
関
東
大
会
で
競
技
委

員
長
を
務
め
た
荒
巻
清
氏
。

い
ず
れ
の
方
々
も
表
の
華
や
か
さ
の

一異
で
、
汗
を
流
し
て
協
力
さ
れ
た
て
い

た
姿
が
ふ
と
思
い
出
さ
れ
た
。

（記
　
君
塚
）

鈴木会長。上田県知事と一緒に
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前

日
の
雨
が
、
嘘

の
様

に
「川
越
市
安
比
奈

親
水
公
園
災
本
場

の
芝
生

の
緑
色
が
さ
え
、
光

を
浴
び
て
い
た
。

各
地
か
ら
バ

ス
が
自
家
用
車
が
続

々
と
到

着
す
る
。
開
会
式
会
場

に
集
結

し
た
参
加
者

は
コ
」
の
大
会

に
参
加

で
き
た

こ
と
を
、
誇
り

に
思

い
ゲ
ー
ム
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
丁
一

の
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
た

開
会
式
が
始
ま

つ
た

菩
［
井
県
協
会
副
会

長

の
力
強

い
開
会
宣
言
が
会
場
に
響
き
亘
り
、

参
加
者

の
気
持
ち
が
ひ
と

つ
に
な

っ
た

八
木
県
協
会

副
会
長

は
一
千
七
百
余
名

の

参
加
者
が
、
一
同
に
会
し
グ
ラ
ウ

ン
ド
・ゴ

ル

フ
を
盛

リ
ー．
げ

る
大
会

に

し
た

い
」
と
、
晴

れ

や

か
な
気
持

ち

が
参

加

者

に
感

じ
ら
れ

た
。

佐
藤

県

レ
ク
リ

エ
ー

シ

ヨ
ン
協

会
会

長

は

「グ

ラ
ウ

ン
ド

・ゴ

ル

フ
が
埼

玉
県

で
感

ん

に

な

つ
て
行

く

の
は
、
〈
不
員

の
皆

さ

ん

の
努

力

の
賜
物

だ
。

」
と
挨

拶

さ

れ

た
。

開

催

地

の
船

橋

川

越

市

長

は

Ｆ
」
の
素

晴

ら

し

い
会

場

を

、
十

分

味

わ

っ
て
競

技

を

進

め

て
も
ら

い
た

い
。

」
と
歓

迎

の
辞

を
述

べ
ら

れ
た
。

選

手
宣

誓

は
本

県

の
小
峰

。
小
高

選

手

代

表

が

「参
加

で
き

た

こ
と

を
、
心

の
糧

と

し

て

競

技

に
全

力

を

尽

く

し
頑

張

り

ま
す

ご

と

、

力
強

い
宣

言

を

し
た
。
そ

し

て
、
２
日
間

に
亘

る
競

技

の
幕

が

切

っ
て
落

と
さ

れ

た
。

会

場

で

は
、
二既
技

役

員

の
手
際

よ

い
運

営

で
競

技

は
進

め

ら

れ

て

い

っ
た
。
〈
不
場

が

広

い

の

で
、
役

員

は
自

転

車

で
競

技

場

所

を

連

絡

に
走

り
回

っ
て

い
た
。
各

県

の
選

手

は

ア
」

の
会

場

は
、
広

く

て
ボ

ー

ル
を
、
打

つ
て
も
広

が

り

が

あ

っ
て
気

持

ち

が

よ

い
。

」
「
埼

玉

の

人

は

こ
う

し

た
会

場

で
、
練

習

し

て

い
る

か

ら

上

の
切

れ

が

よ

い
ん

じ

や
。

」
と

、
〈
ム
場

の

事

を

褒

め

た

り
、
ラ

ウ

ン
ド

し

て

い
る
グ

ル

ー
プ

の
仲

間

と
郷

十
自

慢

に
花

を
咲

か
せ

て

い
た
。

会

場

に

は

コ
ス

モ

ス

の
花

が
咲

き

乱

れ

、

試
合

で
疲

れ

た

選

手

の
気

持

ち

を
和

ま

せ

て

く

れ

た
。
あ

る
会

場

で
、
鈴

木

日
本

グ

ラ
ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ
協

会

、
〈
不
長

が

競

技

を
観

戦

し

て

い
た

の
で
話

し
か
け

る
と

コ
）
の
会

場

は
、
素

晴

ら

し

い
。
一
一
ん
な
会

場

が
、
関
東

の
近
郊

に

有

る

こ
と

は
協

会

と

し

て
も

う

れ

し

い
。
並
曰

段

の
練

習

の
成

果

が

発
揮

で
き

る

の
で
は
な

い
で
す

か

芝

生

の

コ
ー

ス
は
、
面
白

い
競

技

に
な

っ
て

日
ご

ろ

の
力

が

出

せ
る

の
で
は
な

い
で
す

か
ご

と
、
話

し

て
く

れ

た

人
ム
長

は

足

）

取
り
も
軽
く
会
場
を
見
回

っ
て
い
た
。

２
日
間

の
、
大
会

の
終

了
が
近
づ

い
て
き

た
。
高
桑
県
協
会
副
会
長

の
「
お
疲
れ
さ
ま
。

一
生
懸
命

の
プ

レ
ー
も
終
了
の
時
が
来
ま
し

た
。

」
と
、
閉
会
通
告
が
あ
り
閉
会
式
が
始
ま

っ
た
。

成
績
発
表
は
県
協
会
鈴
木
理
事
長
が
な
さ

れ
た
。
男
子
優
勝

は

「群
馬
県

・
石
井
兼
松
氏

６８
打
」
５
位
ま
で
、
同
点
。
女
子
優
勝
は
「群
馬

県

・高
井
と
み
江
氏
、

７‐
打
」
で
あ

つ
た
。

１０
位

ま

で
、
賞
状
と
副
賞

が
渡
さ
れ
、
さ
ら

に
「ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
」
が

「群
馬
・
阿
部
絹
江
さ
ん
」

「埼

玉
・福
井
　
登
さ
ん
」
に
、
日
本
協
会

・
鈴

木
協
会
長

の
手
か
ら
記
念
品
が
渡
さ
れ
た
。

日
本
協
会
長
鈴
木
祐

一
か
ら

「紫
晴
ら

し

い

ロ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
中

で
、
大
会
を
盛
り
上

げ

て
ド
さ

っ
た
選
手
、
役
員

の
皆
さ
ん
に
感

謝

し
ま
す
。
）
一
の
大
会
が
プ

レ
ー
ヤ
ー

の
歴

史

の
思

い
出

の
中

に
、
新

し
く
書
き
加
え
ら

れ
た
と
思

い
ま
す
。
技
術
や
心

の
通
う
世
界

を
高
め
た
大
会
に
な

っ
た
事
を
喜
ば

し
く
思

い
ま
す
。

」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
旗
が
、
埼

玉
県
か
ら
栃
木
県
に
引
き

渡
さ
れ
栃
木
県
阿
倍
事
務

局
長
か
ら

「
県
に

か
え
り
ま
し
た
ら
、

，
」
の
埼

巨
大
会

の
成
果

を
報
告

し
、
・
）
の
感
激
を
胸

に
秘
め
第

１２
回

大

会

に
向

け

て
、
準

備

を

明

日

か

ら

進

め

て

い
き
ま
す
．
来

年

の
開
催

地

・

栃

木

県
矢

板
市

の
運
動

公
園

で
会

い

●
男
子
の
部

優
　
勝
　
６８

準
優
勝
　
６８

３
　
位
　
６８

４
　
位
　
６８

５
　
位
　
６８

６
　
位
　
７。

●
女
子
の
部

優
　
勝
　
７‐

準
優
勝
　
７２

石
村
　
金
松
　
千
葉
県

笠
木
　
隆

二
　
埼
玉
県

津
久
口
　
昇
　
埼
玉
県

（ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
）

江
泉
　
　
清
　
群
馬
県

細

田
　
邦
水
　
茨
城
県

四
分

一
国
人
　
埼

玉
県

高
井
と
み
江
　
群
馬
県

阿
部
　
絹
江
　
群
馬
県

（ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
）

鷹

野
た

つ
子
　
山
梨
県

高
瀬
千
枝

子
　
群
馬
県

石
時
　
く
ら
　
一次
城
県

竹
■
　

時
江
　
群
馬
県

競技開始を前に闘志を胸に秘めた選手達
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〈
ム
△
ム
△
蚕
△
蚕
〈
〓
〈
蚕
〈
蚕
△
五
△
〓
△
蚕
△
蚕
△
蚕
△
蚕
△
蚕
△
蚕
△
蚕
△
ム
△
ム
〈
ム
ヘ
ム
〈
ム
△
ム

県内各地から寄せられた基金は
下記のとおりです。(12月 1日現在)

月 日 協会 連盟名 金 額 対 象 大 会 名

6117
6‐ 25
713
714
7111
8127
9/10
10/ 6
10/ 6
10/16
10/16
10/28
11/5
11/5
11/6
11/10
11/10
11/13
11/18
11/18
11/19
12/ 1

行田市GG協 会
杉戸町GG協会
岩槻市GG連盟
騎西町GG協 会
力[須 市GG協 会
岩槻市GG連盟
騎西町GG協 会
1奇玉県GG協 会
上尾市GG連盟
深谷市GG協 会
南河原村GG連盟

行田市GG協 会
岩槻市GG連盟

幸手市GG協 会
騎西町GG協 会
埼玉県GG協 会
羽生市GG協 会
Jり 辺町GG連盟
三郷市GG協 会
岩槻市GG連盟
川里町GG連盟
加須市GG協 会

4,500
6,050
2,500
2,100

11,100
6,800
2,400

24,221
6,300
15,570
1,900
3,100
5,900
5,200
2,200
5,100
4,800
5,200
8,551
3,350
5,100
6.500

第22回 行日市GG大会

第 11回 町長 lT大 会

月例会 レティム大会

議 長 杯 GG大 会

加須市夏季GG大 会

68月 度 月fl会

騎西町体協会長杯大会

第11回関東地区GG大会

秋 季 大 会 予 選 会

第 3回 石丼杯大 会

G G 大  会

第23回 市GG大 会

811月 度 月例会

17回 大会 市民大会

第9回 町長杯GG大 会

第 14回 県秋季大会

羽 生 市 CG大 会
G G 大  会

個 人 大 会

11月 度  月例 会

ll tt G G大 会

市 民 GG大 会
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ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

」
と
、
次
年

度

の
開
催
に
向
け
て
の
報
告
が
あ

っ
た
。

最
後
に
、
県
協
会
高
井
副
会
長
か
ら

「本
人

会
を

ス
ム
ー
ズ

に
お

こ
な
え
、
皆
様

の
力

で

最
高
に
盛
り
上
げ

て
頂

い
た

こ
と
を
嬉
し
く

こ
の
会
を
開
じ
ま
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

」
と
、

閉
会
宣
言
が
だ
さ
れ
た
。

２
日
間

の
大
会

は
閉

じ
ら
れ
た
。
バ

ス
で

帰
る
各
地

の
選
手
団
に
、
手
を
振
る
役
員

「来

年
、
栃
木

で
会

い
ま
し
ょ
う
。

」
と
、
笑
顔

で
返

事
が
返

っ
て
き
た
。

遠
く

の
入
間
川
に
、
夕

日
が
静

か
に
ア
カ

ネ
色

の
光
を
投
げ
か
け
て
い
た
。
（記
　
生
田
）

ホールインにはならなかった

日本協会長よリダイヤモンド賞
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三
級
普
及
指
導
員
つ
ル
バ
↓
養
成
請
習
会

埼

玉

県

上

級

指

導

者

認

定

試

験

埼
玉
県
上
級
指
導
者
研
修

・
交
換
大
会

彩の国。さいたま グラウン ドコルフ

戸塚員佐子さんの講演

1鋳 1羹 晩キグラウン ドゴ ル ア 協 会
| ‐ 難3本(,G協 会 ,1級 指 導 現係

・担
当
員
の
現
地
集
合
は
８

時
３。
分
、
受
講
・研
修
者
受
付
は
９

時
３０
分
、
開
講
式
は
１０
時
、
と
な
る

と
自
宅
出
発
は
５
時
、
す
る
と
起
床

は
４
時
。
今
回
は
早
寝
と
床
に
着
く

が
、
こ
ん
な
時
に
限
っ
て
寝
つ
け
な

い
も
の
だ
　
。

と
も
か
く
、

２。
人
の
役
員
が
勢
揃

い
し
た
段
階
で
は
、
早
く
も
参
加
者

和
や
か
な
顔
々
の
受
講
生

の
姿

が

見
受

け

ら

れ

る
。
そ

の
熱

意

と

バ

イ

タ

リ

テ

ィ

ー

は
ま
さ

に
老

い
て
尚

盛

ん
な

り
と
驚

く
ば

か

り
　
。

１０
時

、
予
定

通

り

の
開

講

式

か

ら

始

ま

り
、
広

い
会

場

の
席

は
埋
ま

っ
た
。
遅
刻

者

な

し
。

１０
時

３０
分

、
県
協

会

の

マ
ス
タ

ー
資

格

者

の
紹
介

に

始

ま

り
、
深

谷
市

の
澁

沢
氏

よ

り
―
―

技

術

性

よ

り
楽

し

み
優

先

、
人

間

形
成

と

い
う

認
識

を

中

心

に
―
―

と

い
う

指

導

法

（基

本

的

な

考

え

方

）
を

打

ち

出

し

た

基

調
報
告

を
わ

か

り
易

く
述

べ
ら

れ
た
。

午

後

、
前

日
本
協

会

事
務

局
長

の
戸

塚
員

佐

子
氏

の

講

演

。
壇

上

か

ら
降

り

て
、
皆

と

対
等

の
視

線

を

合

わ

せ

て

の
話

し
方

に

は
親

近

感

を
覚

え

な

が

ら

も

熱

心

に
聴

き

入

っ
た
。

事

務

局
長

と

し

て
、
南

部
忠

平

氏
、
山

田
敬
蔵

氏

、
鈴

木
裕

一
氏
の
一
代
の
会
長
を
援
け
、

日
本

一
の
ス
ホ
　
ツ
団
体
を
築
き

彎・　
あ
げ
た
氏
の
ユ
　
モ
ア
一流
れ
る
エ

一プ

ビ
ッ
ー
ド
は
、
柔
ら
か
な
な
円
気

一一
の
中
に
も
、真
剣
さ
が
胸
を
打

つ

擁一耗い牌誅』州口麒」議（“蠅

‘
　
た
．‐５

時
、
受
講
者
は
講
義
と
ペ
ー

六
―
テ
ス
ト
．
研
修
者
は
「
ル
ー
ル

と
再
確
認
了
一い
う
テ
ー

マ
で
研

修
と
討
議
、
ゲ
ー
ム
に
対
す
る
こ

だ
わ
り
の
占
も
あ
っ
た
が
、
所
詮

・
は
　
楽
し
む
為
の
ゲ
ー
ム
上

チ

・一
　
ケ
ツ
ト
の
人
事
さ
を
―――‥
確
認
と
い

う
事
と
な
る

夜
の
懇
親
会
は
、
県
協
会
員
の

心
を
ひ
と
つ
に
す
る
楽
し
い
零
Ш

気
、
夜
遅
く
ま
で
の
談
笑
が
刻
を

忘
れ
更
け
て
い
っ
た
。

２
日
日
、受
講
者
は
実
技
試
験
、

研
修
者
は
来
年
の
ス
ポ
レ
ク
、
年

り
ん
の
監
督
、
主
将
を
か
け
た
交

歓

大
会

。
〈
〓
場

は
本

年

よ

り
高

徳

中

岩

河

公
園

に
移

さ

れ
、
そ
れ

ぞ

れ
自

分
達

の
手

で

コ
ー

ス
設
定

が

な
さ

れ

た
。
そ

れ

は
上

級

指

導

者

と

し

て
、
ス
タ

ー

ト

と

ホ

ー

ル
の
位

置
、
連
繋

、
場

所
等

が
改

め

て
認
識

さ

れ

る
。

午

後

、
受

講
者

の
認
定

結

果

は
、

１５
年

目

に

し

て
始

め

て
全

員
合

格

と

な

る
。
亦

満

点

↑

一〇

〇
点
Ｘ

‐‐
格

者

も

３
名

を
得

、
〈
「
後

を
期
待

さ

れ

る
。

交
歓

大
会

の
上

位

は
次

の
各

氏
。

第

１
位

　

西

澤

澄

夫

　

狭

山
市

　

７２
　

年

り

ん

第

２
位

　

堀

越

信

男
　

加

須
市

　

７５
　

ス
ポ

レ

第

３
位

　

片

澤

延

夫

　

熊

谷
市

　

７９
　

ス
ポ

レ

第

４
位

　

長

谷

川

み

つ
香
　

加

須
市

　

７９
　

年

り

ん

第

５
位
　

藤

　
倉

　

　

栄
　

幸

手
市

　

８０

7/26.27

診 :鬼‐怒川
(あ さやホテル)

CC夏季大亀脚

一■

一れ

ヽ

■
Ⅲ
＝

県
内

各
市

町
村

よ

り
推

薦

さ

れ
た
、
約

五
百
名

余

の

選

手
達

が
、
県

の
東

北

部

、
国
園

風
景

に
囲

ま

れ
、
水

と

緑

を

取

り

人
れ

た

公
園

の
あ

る
騎

西

町
に
集

合
。
第

１５

回
県
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ

ル
フ
夏

季

大
会

の
開

催

に

の
ぞ

ん
だ
。

広

い
駐
車

場

に
隣

接

し

て
、
芝

生

や

せ

ゝ
ら
ぎ

を

配

置

し
、
休
憩

所
と

し

て
、
あ
ず

ま

や
が
、
い
く

つ
か
あ

る
。

更

に
そ

の
横

に
、
自

由

広

場

と
称

す

る
大

会

の
会

場

と

な

る
芝

の
グ

ラ
ウ

ン
ド

が
連

な

っ
て

い
る
．
一
ビ

）
は
周

囲

が

上

手

に
な

っ
て

お

り
、
中

が
窪

ん

で
、
長

方

円

形

の
お

椀

を

置

い
た

よ

う

な

他

に
見

ら

れ
な

い
珍

し

い

形

を

し

て
お

り
、
狙

い
所

・
強

さ

加

減

等

極

め

て
難

し

い

コ
ー

ス
で
し
た

．

こ
の
よ

う
な

環
境

の
中

で
熱

戦

が

展
開
さ

れ
、
特

に

難

コ
ー

ス
で

の

ス

コ
ア
が

心

配

で
し
た
が
、
Ｌ

が

っ
て

見

る
と
、
フ
ラ

ッ
ト
な

野
球

場

の

コ
ー

ス
で
驚

異
的

な

ス

コ
ア
を

出

し
た
者

が

お

り
結

果
的

に

は
、
良

い
記
録

が
続

出

し
ま

し
た
。

●
成
　
績

優
　
勝
　
柿
崎
　
　
降
　
６４
　
加
須
市

準
優
勝
　
江艇
沢
　
忠
夫
　
６５
　
深
谷
市

（ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
賞
）

第
３
位
　
鈴
木
マ
サ
子
　
釘
　
加
須
市

第
４
位
　
山石
井
　
一旦
好
　
６９
　
北
本
市

第
５
位
　
小
暮
　
重
之
　
７０
　
深
谷
市

第
６
位
　
藤
間
　
武
正
　
７０
　
騎
西
町

着9:厭奇直コ田]

超難コースに真貪1な 選手達

憑型潔文李書.コ
前

日

か

ら

の
雨

も

会

場

地

の
春

日
部

は
曇

天
な

が

ら

止

ん

で

い
た
。

サ

ッ
カ
ー

で
荒

れ

て

い
た
グ

ラ
ウ

ン
ド

に
は
、
綺

一麗

に
ト

ン
ボ

が

か
け

ら

れ

て

い
た
。

グ

ラ
ウ

ン
ド

は

シ

ツ
ト

リ
だ

が
、
ボ

ー

ル

の
運

び

は

殊

の
外

順

調

の
よ
う

で
、
午

前

中

に

は

早
く

も
ダ

イ

ヤ

モ
ン
ド

の
声

も
間

か
れ
、
好

成
績

が
期

待

さ

れ

る
。

木

日

の
参

加

選

手

五

一
二
名

、
係

役

員

四

〇

名

、
楽

し

い
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ

ル
フ
は
悲

喜

交

々
の
ゲ

ー

ム
を

組

立

て
な

が

ら
、
幾

多

の
話

題

を

残

し
歓

声

の
内

に
、

女

性

の
初

優

勝

と
最

少

ス

コ
ア

６２

の
タ
イ

記
録
。
十

四

位

ま

で
同

一
市

町
村

の
表

彰

者

が

無

い

の
も
大

会

開

催

以
来

と

い
う

記
録

も
作

り
あ
げ

て
終

っ
た
。

本

国

の
立

て
役
者

は
何

と

い

っ
て
も
、
地

元
係

員

の

力

が

一
番

の
功

労
者

だ
な

―

と
、
雨

の
中

を
撤

去

作
業

を
続

け

て

い
る
姿

に
頭

を

下
げ

る
。

と
も

あ

れ
、
事

故

も

な

く
、
大
会

は
終

了
。

尚

上

位

８
名

は

１６
年

度

の
福

井

ス
ポ

レ
ク
大

会

の

参

加

が
決

定
。

優

　
勝

　

小

川

サ

ク

ラ
　

６２
　

北

本
市

準
優

勝

　

木

口
　

　

要

　

６８
　

川

里

町

第

３
位
　

清

水
　

精

一
　

７。
　

幸

手
市

第

４
位

　

富

田
サ

ト

子
　

７０
　

草

加
市

第

５
位

　

鈴

木
　

貞

男

　

７‐
　

羽
生

市

第

６
位

　

井
上
　

久
男

　

７２
　

山右
槻

市

第

７
位

　

田
辺
　

正
雄

　

７３
　

杉

戸

町

第

８
位

　
佐
藤

　

武

男

　

７３
　

熊

谷
市

天候が心配されたが…
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１６
年
開
催

の
彩

の
國
ま
ご

こ
ろ
国
体

（秋
季
大

〈
こ

の
メ
イ

ン
会
場
、
熊
谷

ス
ポ
ー

ツ
文
化
公
園
内

「
く

ま
が
や
ド
ー
ム
ズ
ム
場

で
初

の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・ゴ

ル
フ
交

換
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
２３
日
（秋
分

の
日
）
午
後

６
時

３。
分
参
加
人
員

６９

名
に
よ
り
初
ナ
イ
タ
ー
競
技
開
始
。

（目
的
）
ド
ー
ム
を
利
用
し
た
場
合
の
問
題
点
を
探
る
た
め
。

参
加
者
感
想
は
、

①

人
工
芝

は
、
ボ

ー

ル
の
走

り
が
早

い
と
問

い
て
い
た

が
適
当
に
砂
が
入

っ
て
い
て
そ
れ
程
で
も
な
か

っ
た
。

②
小
石
、
小
枝
、
草

の
株
な
ど
の
障
害
物
が
な

い
の
で
打

ち
方
が
正
し
け
れ
ば
ポ
ー

ル
は
目
標
に
向
か

つ
て
真

っ
直
ぐ
に
走
る
。

③
ド
ー
ム
内
は
静
か
で
、
日
や
け
、
風
雨

の
心
配
も
な
く

快
適
に
プ

レ
ー
出
来
る
。

④
好

ス

コ
ア
ー
が
期
待

で
き
る
。

ホ
ー

ル
イ

ン
ワ
ン
が
多
発
す
る
。

６。
台
続
出
。

（但
し
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

の
対
象
と
は
な
ら
な

い
。
）

⑤
是
非
新
春

一
～
二
月

の
寒

い
季
節

に
定
例
会
を
ド
ー

ム
で
実
施

し
て
欲
し
い
。

（
・２
月
現
在
、閣
Ｔ

一
チ

ヨ
ー
主
催
の
定
例
大
会
が
あ
る
。
）

⑥
利
用
料
金

？

関
係
先
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
人
工
芝

（多
目
的

運
動
場
広
さ

一
万
三
千
九
百
二
十
三
２ｍ
）
一
日
借
用

し
た
場
合
、
四
万
三
千
九
百
円
、
別
に
、
要
照
明

の
と

き

一
時
間
千

二
百
円
が
必
要
。
　

（文
責
　
笠
井
）

ン
ド
・ゴ

ル
フ
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
。
（
１９
団
体

喜

一五
〇

名

の
会
員
に
よ
り
発
足
）
。

そ
の
後
会
長
を
中
心
と
し
、
各
ク
ラ
ブ

の
代
表
、
執
行

部

の
役
員
に
よ
る
普
及
活
動
、
並
び
に
上
級
指
導
者

・市

の
公
認
指
導
者
に
よ
る
指
導
努
力
に
よ
り
、
〈
ム
員
も
年

々

増
え
、
平
成

１５
年

ｌｏ
月
現
在

で
、
連
盟
登
録
、

５４
団
体
、
〈
ム

員
も
千
名
を
突
破
し
ま
し
た
。

活
動
状
況
に

つ
い
て
は
、
年
度
始
め
に
各

ス
ポ
ー

ツ

団
体

の
施
設
利
用
調
整
会
議
に
よ
り
年
間
日
程
を
決
定

し
、
各
ク
ラ
ブ
に
於
け
る
練
習
等
は
曜
日
を
決
め
て
行

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
４。
名

の
上
級
指
導
者
と
二
〇
〇
名

の
市

公
認
指
導
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
等
適
切
に

指
導
し
て
い
ま
す
。

連
盟

の
大
会

は
、
年
間

１５
回
、
執
行
部
員
が
交
代

で
運

営
し
て
お
り
、
県
協
会

の
大
会

に
は
、
選
抜
さ
れ
た
選
手

が
参
加
、
地
域

の
大
会
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
立
派
な
成
績
を
収
め
て
お
り
、
〈
「
年
も
全
国
大
会

に

２
名

の
参
加
を
得
て
お
り
ま
す
。
　

（文
責
　
小
林
）

〇
四
年
の

さ
い
た
ま
国
体
に
む
け
て

三
芳
町
か
ら
の
レ
ポ

来
年

の
埼
玉
国
体

に
向
け

て
、
今
年
埼

玉
県
を

４
地

区
に
別
け
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・ゴ

ル
フ
の
で
ユヽ
一
国
体
」
が
開

か
れ
た
。
テ
」
れ
は
、
来
年

の
本
番
国
体

に
向
け

て
、
リ

ハ

ー
サ

ル
的
な
要
素
が
あ
る
。

西
部
地
区
も

１０
月

１９
日
（
日
）
に
、
十
［
見
町
ふ
れ
あ

い

広
場
で
行
わ
れ
た
。

２３
市

町
村
、

４８
チ
‐

ム
、
一
一人
八
名

が
参
加

し
た
。
´
」
の
内
、
埼

玉
県
グ

ラ
ウ

ン
ド

・ゴ

ル
フ

協
会
に
加
入
し
て
い
る
団
体
は
少
な

い
。

代
表
者
会
議

で
、
如
何
す
れ
ば
協
会

に
加
入
で
き
る

の
か
と
言
う
質
問
さ
え
出
さ
れ
た
。
確

か
に
西
部
地
区

に
は
協
会
に
加
入
が
為
さ
れ
て
い
な

い
市
町
村
が
多

い
。

協
会

の
機
関
紙
等
、
送
り

つ
け

て
宣
伝
、
啓
蒙
を
図
る
必

要
を
感
じ
る
。

富
士
見
市

。大
井
町
■

一芳

町

・
上
福
岡
市

の
近
隣

町

村
が
合
同

で
「
２
市

２
町
グ

ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
」

を
開

い
て
、
２
回
目
を
迎
え
る
。
本
年
は
Ｈ
月
８
日
（土
）

富
士
見
市

の
会
場

で
行
わ
れ
た
。
上
福
岡
市

は
協
会

に

加

入
し
て

い
な

い
が
、
協
会
加

入

の
宣
伝
を
兼
ね

て
組

織

の
中

に
入

っ
て
貰

っ
て
い
る
。
近

い
内

に
加

入
を
促

進
し
た

い
と
思

っ
て
い
る
。

埼
玉
県

の
全
領
域

に
渡

っ
て
協
会

へ
の
加
入
が
増
え

る
こ
と
を
願
う
。
　

　

　

　

　

　

　

（文
責
　
生

田
）

）

え
方
、
行
動

の
間
違

い
か
？
と
考
え
こ
む
。

さ
て
草
加
市

の
場
合
、
市
協
会
は
各
地
域
に
根
を
張

る
連
合
町
内
会
を
統
合
し
て
、
小
さ
な
意
見

で
も
吸
い

上
げ

て
い
る
と
い
う
。

「楽
し
く
な
け
れ
ば
グ

ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ

ル

フ
で
は
な

い
」

の
言
葉
が
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
―
会
長
の
声
は
明
る
か

っ
た
。

地
域
、
市
町
村
、
県
、
国
と

一
環
し
て
の
組
織
づ
く

り
を
、

こ
の
草
加
に
学
び
た
い
と
思
う
。

尚
、
上
位

の
市
名
は
次

の
通
り
。

石
川
県
　
金
沢
市

Ｇ
Ｇ
Ａ
　

一
、

四
九

二
名

愛
知
県

　

一
宮
市

Ｇ
Ｇ
Ａ
　

一
、　
一
〓

一名

殖

盟

Ｚ

日

テ
ン
ヤ

ワ
ン
ヤ

の
羊
年
、
騒

々
し
い
猿
年
を
迎
え
よ

う
と
す

る
年
末
。
何
時
に
な

っ
た
ら
お
だ
や
か
な
年
を

む
か
え
ら
れ
る
の
か
な
と
何
時
も
期
待
を
か
け
る
年
末
。

と
も
か
く
発
行
遅
れ
の
広
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

６
頁
立

て
の
特
集
を
と
気
張

っ
て
編
集
し
た
も
の
の
予

算

の
関
係

で
変
更
。
や
れ
や
れ
と
思

っ
た
ら
、
喜
び
と

悲
し
み
の
報
告

で
記
事

の
差
し
換
え
。
お
ま
け
に
年
末

で
印
刷

の
工
程
も
ま
ま
な
ら
ぬ
。
と
来

て
は
全
く

の
グ

リ

コ
の
看
板
―
―
。

新
し
い
年

の
行
事
は
、
千
葉

。
茨
城
に
ま
た
が

る
新

春
大
会
か
ら
、

四
月
二
日
の
県
協
会
総
会
と
な
る
が
、

‐６
年
度

の
行
事
予
定
は
遅
れ
な
い
よ
う
お
知
ら
せ
す

る

事
を
お
約
束
し
て
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。

　

　

　

（Ｆ
）

東音F■「
人
形

の
街
」
と
し
て
知
ら
れ
る
岩
槻
市

は
、
県
東
部

の
中
央

に
位
置
し
、
人

口
Ｈ
万
人
を
越
え
る
生
涯

ス
ポ

ー

ツ
宣
言
都
市

で
も
あ
り
ま
す
。
　

中

で
も
グ

ラ
ウ

ン

ド
・ゴ

ル
フ
は
、
早
く
か
ら
市

の
体
育
指
導
員

の
方

々
の

指
導

に
よ
り
普

及
さ

れ
、
平
成

元
年

に
岩
槻
市
グ
ラ
ウ

北
．か
ら
■
南
か
ら

一
寸
０
ノ
よ
舛
な
話

馨

翼

コ
憩曲喘顧曲田憩田田

1西部

一
五
五
三
名
、
こ
の
程
発
表
さ
れ
た
平
成
１
５
年
度
、

日
本
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ

ル

フ
協
会

登
録
会
員
数

（市
町

村
別
）
で
草
加
市
が
全
国
第

一
位
と
な
り
ま
し
た
。

「私

の
町
（市
）
で
は
Ｇ
Ｇ
愛
好
者
は
○
○
○
名
」
と

は
聞

い
て
い
る
も

の
の
、
実
際
に
は
登
録
者
○
○
名
と

減
少
。
ま
し

て
県
登
録
、
日
本
協
会
登
録
と
な
る
と
幽

か
ら

“
に
な

っ
て
い
る
。

（Ｈ

ｌ５
年
度

県
登
録

一
〇

二

四
九
名
、
日
本
協
会
登
録
七

二
〇
〇
名
）。

何
故
？
ど
う
し

て
？
と
聞
く
と
、
協
会
に
登
録
し
て

も
、
あ
ま
リ
メ
リ

ッ
ト
は
な
い
。
大
き
な
大
会
に
出

る

事
は
な
い
し
、
近
所

の
人
た
ち
と
仲
良
く
プ

レ
ー
し

て

い
る
か
ら
必
要
な
い
」
云
々
‥
そ
れ
は
そ
う
か
も
知
れ

な
い
な
―
と
思
う
方

々
も
多
勢

い
る
筈
―
　

で
も
何
か

変

で
す
よ
ね
。
組
織

っ
て
そ
ん
な
も

の
で
は
な
い
筈

で

す
よ
ね
。
何
か
得
て
勝
手
な
考
え
方
と
思
え
ま
せ
ん
か
？

最
近
、
県
北
の
あ
る
街

へ
行
き
ま
し
た
。
や
は
り

「Ｇ

Ｇ
人
口
は
六
百
名
は
い
る
よ
―
　
で
も
県
協
会
に
登
録

し
て
い
な
い
。
老
人
会

で
仲
良
く
や

っ
て
い
る
か
ら
良

い
ん
だ
。
施
設
は
市

の
方

で
面
倒
見

て
く
れ
て
い
る
か

ら
！
」
因
み
に
こ
の
市

の
県
登
録
は

２８
で
し
た
ｏ

で
も
、

こ
の
街
に
は
、
平
成

４
年
頃
、
個
人

の
土
地

を
提
供
し
、

１６
ホ
‐
ル
の
Ｇ
Ｇ
場
を

二
年
が
か
り
で
完

成
し
て
、
私
は
そ
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
専
用
Ｇ
Ｇ

と
し
て
は
、
県
内
最
初

で
し
た
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
？

教
委

の
指
導
不
足
？
組
織

の
弱
体
化
？
指
導
者

の
考

田
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
理
事

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
長

本
年
７
月
よ
り
、
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
県

協
会
会
長
は
、

１２
月
１４
日
午
後
２
時
、
加
須
市

の
病
院
で
死
去
さ
れ
た
。
享
年
７６
才
。

葬
儀
・
告
別
式
は
１７
日
午
前
Ｈ
時
よ
り
、
加

須
市
の
メ
モ
リ
ア
ル
・
ト
ネ
で
、
親
族
、
友
人
、

関
係
諸
団
体
、
並
び
に
当
協
会
各
市
町
村
代
表
・

役
員
の
多
数
の
参
列
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

氏
は
、
平
成
３
年
、
青
木
初
代
会
長
の
後
任

と
し

て
就

任

。

１３
年

間

の
長
き

に
亘

り
県
協
会

の
発
展
に
寄
与

さ
れ
、
本
年

７
月
に
は

田

日
本

協
会

２０
周
年

記
念
式

典

で
受
賞

さ
れ
た

。
ま
た

選

手

と
し

て
も
、
数

々

の
全

国
大
会

で
入
賞

さ

れ
、

Ｈ
月

の
県
協
会

１５
周
年
記
念
式

典

に
は
優

秀

選

手
賞

を
受
賞

。
指
導
者

。
選

手

両
面

か
ら

も
そ

の
功
績

は
多
大

で
あ
り
ま
し
た
。

哀
心
よ
り
、
哀
悼

の
意

を
捧
げ

ま
す
。


